
令和元年(2019年)8月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第722号（2）
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）１部50円

　　福
島
県
支
部

支
部
総
会
の
開
催
と

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

今
年
度
の
総
会
は
、
平
成

最
後
の
年
、
平
成
三
十
一

年
四
月
十
三
日
（
土
）
に
、

郡
山
駅
前
の
三
松
会
館
で
、

二
十
九
名
の
参
加
を
い
た
だ

い
て
、
和
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

五
月
か
ら
令
和
の
元
号
と

な
り
令
和
元
年
六
月
一
日

（
土
）
に
は
年
間
行
事
の
一
つ

で
あ
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。
今
回
は
郡
山
駅
東
側

の
鴻
ノ
巣
公
園
の
雑
草
の
草

　　福
岡
県
北
九
州
支
部

令
和
元
年
度
総
会

並
び
に
懇
親
会
の
開
催

令
和
元
年
度
総
会
並
び
に

懇
親
会
を
六
月
二
十
五
日

（
土
）
北
九
州
ハ
イ
ツ
に
お
い

て
開
催
し
た
。

石
丸
副
支
部
長
の
挨
拶
で

開
会
、
支
部
長
の
挨
拶
及
び

昨
年
開
催
し
た
「
支
部
創
立

十
五
周
年
記
念
祝
賀
会
」
の

お
礼
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
顧
問
三
原
朝
彦
衆

議
院
議
員
、
縣
県
議
会
議
員

の
紹
介
が
あ
り
、
縣
顧
問
よ

り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
勝
野
堅
介
日
本
善
行
会

会
長
並
び
に
顧
問
の
方
々
の

祝
電
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
、

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
（
十
一

名
）
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
日
高
事
務
局
長

の
議
事
進
行
で
平
成
三
十

年
度
事
業
経
過
報
告
、
平
成

三
十
年
度
及
び
記
念
祝
賀
会

の
収
支
決
算
報
告
、
監
査
報

告
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画

が
審
議
さ
れ
議
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

記
念
写
真
後
、
別
会
場
で

懇
親
会
を
開
催
。
支
部
長
の

挨
拶
の
あ
と
、
三
原
朝
彦
顧

問
、
松
尾
統
章
顧
問
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
平
川
副
支

部
長
の
乾
杯
に
よ
り
懇
親
に

入
っ
た
。

会
員
相
互
の
親
睦
、
情
報

交
換
、
今
後
の
支
部
の
あ
り

方
等
話
が
は
ず
む
な
か
、
受

賞
者
一
人
一
人
か
ら
感
想
、

抱
負
が
述
べ
ら
れ
、
よ
り
一

層
盛
り
上
が
り
、
さ
ら
な
る

活
動
を
と
思
い
ま
し
た
。

副
支
部
長
の
万
歳
三
唱
と

高
田
様
の
閉
会
の
言
葉
で
散

会
し
た
。

善
行
川
柳	

選
者 

東

　
　逸
平

○

令
和
祝
い

　平
和
の
折
鶴

　舞
い
て
翔
ぶ

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
来
ま
し
た
ね
。
令
和
が
。
善
行
川
柳
で
は
、
初
め
て
の
コ
ト
バ

で
す
ね
。《
舞
い
て
翔
ぶ
》
が
ち
ょ
っ
と
気
に
あ
り
ま
し
た
。

　《
舞
い
上
が
れ
》
な
ど
、
工
夫
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

○

携
帯
を

　五
輪
メ
ダ
ル
に

　リ
サ
イ
ク
ル

東
京
都

神
鳥
谷
知
己

評
／
良
い
で
す
ね
。
世
の
中
が
動
い
て
い
る
実
感
を
伝
え
て
い
ま
す

ね
。《
古
い
ス
マ
ホ
を

　五
輪
メ
ダ
ル
に

　リ
サ
イ
ク
ル
》

　字
余
り
で
す
が
、
分
か
り
易
く
な
り
ま
す
ね
。

○

ホ
タ
ル
飛
ぶ

　環
境
作
り
で

　村
興
す

大
分
県

佐
藤

　満
洋

評
／
何
で
も
な
い
よ
う
で
す
が
、
蛍
を
カ
タ
カ
ナ
に
し
て
良
か
っ
た

で
す
ね
。

　新
鮮
味
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

刈
り
と
そ
の
後
始
末
で
す
。

ゴ
ミ
袋
十
六
個
分
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
あ
と
、
理
事
会
を
開

き
、
続
い
て
慰
労
会
も
し
て
、

多
い
に
親
睦
を
深
め
、
中
身

の
濃
い
一
日
で
し
た
。

　　香
川
県
支
部

特
別
善
行
表
彰
伝
達
式
・

令
和
元
年
度
総
会
並
び

に
懇
親
会
の
開
催

令
和
元
年
度
特
別
善
行
表

彰
伝
達
式
、
総
会
を
令
和
元

年 

六
月
二
十
三
日
（
日
）
午

後
五
時
か
ら
宇
多
津
町
ホ
テ

ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
善
行
表
彰
伝
達
式

は
、
北
副
支
部
長
の
開
会
の

言
葉
に
続
き
、
西
村
一
夫
秀

天
支
部
長
か
ら
受
賞
者
「
金

章
の
平
田
幸
代
様
、
銀
章
の

大
森
岳
司
様
・
大
西
専
七
様
」

に
表
彰
状
、
善
行
章
が
手
渡

さ
れ
た
後
、
受
賞
者
を
代
表

し
大
西
専
七
様
よ
り
謝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

表
彰
伝
達
式
に
引
き
続

き
、
令
和
元
年
度
総
会
が
開

催
さ
れ
、
各
議
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
西
村
支
部
長
か

ら
各
受
賞
者
へ
の
お
祝
い
の

言
葉
が
あ
り
、
ご
来
賓
の
坂

出
市
長
綾
宏
様
、
香
川
県
議

会
議
員
有
福
哲
二
様
、
坂
出

市
議
会
議
員
斉
藤
義
明
様
よ

り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

宮
本
隆
義
副
支
部
長
の
閉
会

の
言
葉
で
閉
会
し
、
記
念
写

真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
懇
親
会
を
行

い
西
村
支
部
長
・
坂
出
市
長

綾
宏
様
・
元
衆
議
院
議
員
瀬

戸
隆
一
様
の
挨
拶
の
後
、
宴

会
に
移
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
各
受
賞
者
よ
り
受

賞
の
喜
び
と
現
在
の
活
動
状

況
の
報
告
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

で
歓
談
さ
れ
ま
し
た
。
香
川

県
支
部
の
益
々
の
発
展
を
祈

り
つ
つ
散
会
い
た
し
ま
し

た
。

　　熊
本
県
宇
土
支
部

令
和
元
年
春
季

善
行
彰
伝
達
式
を
開
催

日
本
善
行
会
熊
本
県
宇
土

支
部
（
山
下
八
郎
支
部
長　

会
員
六
十
四
名
）
は
、
元
松

宇
土
市
長
、
西
山
県
議
会
議

員
、
柴
田
市
議
会
議
長
、
太

田
教
育
長
を
来
賓
に
迎
え
元

号
令
和
最
初
の
春
季
善
行
表

彰
伝
達
式
を
六
月
十
六
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
特
別
善
行
金
章
の

杉
内
錬
之
さ
ん
、
林
田
伸
一

さ
ん
、
銀
章
の
山
本
文
市
さ

ん
、
金
子
雄
子
さ
ん
ら
四

名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
山

下
支
部
長
は
挨
拶
で
多
年
の

善
行
活
動
に
謝
意
を
述
べ
ら

れ
、
来
賓
か
ら
は
善
行
運
動

の
推
進
に
努
め
る
宇
土
支
部

に
謝
意
と
受
賞
者
に
ね
ぎ
ら

い
の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

伝
達
式
終
了
後
、
平
成

三
十
年
度
総
会
並
び
に
祝
賀

会
が
開
か
れ
受
賞
者
は
出
席

会
員
と
共
に
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。

　　東
京
都
渋
谷
支
部

第
二
十
一
回
渋
谷
区

　
　支
部
総
会
の
開
催

令
和
元
年
六
月
二
十
八

日
（
土
）
渋
谷
区
代
々
木
・

全
理
連
ビ
ル
会
議
室
に
お
い

て
第
二
十
一
回
総
会
が
本
部

山
下
純
雲
子
副
会
長
、
ご
来

賓
に
轟
豊
藏
台
東
支
部
支
部

長
、
河
原
義
朗
台
東
支
部
支

部
長
代
行
、
恵
良
郁
文
法
政

大
学
校
友
会　

前
・
事
務
局

長
を
お
招
き
し
十
八
名
の
参

加
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
、
今

回
は
五
名
の
二
十
代
会
員
が

参
加
し
た
。
浜
口
伊
久
雄
理

事
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
石
毛
義
朗
支
部
長
が

議
長
と
し
て
会
が
進
め
ら
れ

た
。そ

し
て
轟
豊
藏
様
に
よ
る

「
継
続
は
力
な
り
」
と
題
し

た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
轟

様
が
実
行
さ
れ
て
き
た
浅

草
・
玉
姫
稲
荷
神
社
で
の
「
靴

の
巡
り
祭
り
」
に
よ
る
街
お

こ
し
、「
ガ
ラ
ス
の
靴
シ
ン

　　福
岡
県
福
岡
支
部

令
和
元
年
度
福
岡
県
福

岡
支
部
総
会
並
び
に
春

季
善
行
表
彰
・
特
別
表

彰
伝
達
式
の
開
催

総
会
並
び
に
春
季
善
行
表

彰
・
特
別
表
彰
（
金
章
・
銀
章
）

伝
達
式
を
、
令
和
元
年
六
月

一
日
（
土
）
太
宰
府
市
い
き

い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た
。
総
会
で
は
大
槻
茂
男

事
務
局
長
の
司
会
で
、
国
旗

に
礼
・
国
歌
斉
唱
・
黙
と
う

を
行
い
、
後
藤
清
忠
副
支
部

長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
鳥
巣

支
部
長
が
挨
拶
で
、
日
本
善

行
会
理
事
と
し
て
の
心
構
え
、

福
岡
支
部
の
現
状
と
基
盤
確

立
の
た
め
の
会
員
獲
得
の
必

要
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

総
会
の
議
長
は
山
富
志
郎
理

事
が
勤
め
た
。
審
議
の
結
果

事
案
全
て
が
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
た
。
質
疑
の
後
、

後
藤
副
支
部
長
の
閉
会
の
挨

拶
で
総
会
は
終
了
し
た
。

引
き
続
き
表
彰
伝
達
式
を

行
い
、
支
部
長
挨
拶
で
は
、

各
種
推
薦
・
選
考
審
査
・
受

賞
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
、

人
命
の
尊
さ
・
善
行
活
動
継

続
の
必
要
性
に
つ
い
て
話

し
、
来
賓
祝
辞
で
は
、
井
上

保
廣
元
太
宰
府
市
長
（
福
岡

支
部
顧
問
）・
小
柳
道
枝
元
太

宰
府
市
議
会
議
員
（
福
岡
支

部
顧
問
）・
原
田
久
美
子
太
宰

府
市
議
会
議
員
（
会
員
）
か

ら
祝
辞
を
賜
っ
た
後
、
支
部

長
か
ら
春
季
善
行
表
彰
受
賞

者
・
特
別
表
彰
受
賞
者
一
人

一
人
に
表
彰
状
と
善
行
章
・

金
章
・
銀
章
が
手
渡
さ
れ
た
。

原
田
義
昭
環
境
大
臣
・
勝
野

堅
介
会
長
の
祝
電
披
露
後
、

記
念
写
真
は
太
宰
府
市
役
所

広
報
課
員
の
方
に
撮
影
を
お

願
い
し
た
。

表
彰
伝
達
式
終
了
後
、
受

賞
者
と
会
員
と
の
親
睦
会
を

行
い
、
特
別
表
彰
受
賞
者
山

崎
源
太
郎
様
の
乾
杯
の
音
頭

で
始
ま
り
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
歓
談
し
た
。

最
後
に
日
本
善
行
会
と
福

岡
支
部
の
益
々
の
発
展
と
、

参
列
者
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
て
、
古
屋
啓
二
郎

理
事
の
博
多
一
本
締
め
で
し

め
く
く
り
、
全
て
が
終
了
し

た
。
表
彰
伝
達
式
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
、
日
本
善

行
会
事
務
局
の
皆
様
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

デ
レ
ラ
お
神
輿
」
若
い
靴
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
発
掘
な
ど
の
ア

イ
デ
ア
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
じ
め
各

民
放
、
朝
日
新
聞
等
に
報

道
さ
れ
春
、
秋
二
回
の
祭
り

は
大
き
な
成
功
を
収
め
て
い

る
、
ま
た
浅
草
百
九
十
九
全

町
会
長
に
善
行
会
に
入
会
い

た
だ
く
な
ど
の
お
話
を
頂
い

た
。石

毛
支
部
長
よ
り
若
い
会

員
増
強
の
手
段
と
し
て
学
生

ク
ラ
ブ
を
ス
タ
ー
ト
し
大
学

と
提
携
し
会
員
の
増
加
を
図

る
と
の
新
企
画
が
提
案
さ
れ

満
場
一
致
で
今
年
か
ら
の
活

動
を
始
め
る
こ
と
と
し
た
。




